神戸モスク、ラビーウ･ル=アウワル

ハールーン･ヤフヤー氏の講義：1.クルアーンの奇跡

クルアーンの奇跡

　１４００年前、神様は人間を正しい道に案内するためにクルアーンを送って下さいました。神様は人間にこの本をしっかりと固守して正しい道を進むことを命令しました。啓示された日から最後の審判の日まで、この最後の神聖な本が人間のたった一つの案内書として残ります。

　クルアーンの無比のスタイルと素晴らしい知恵は、クルアーンは神様の言葉であるという証拠になります。さらに、クルアーンにはクルアーンが神様によって啓示されたことの証拠になる、たくさんの奇跡的な特徴があります。この特徴の一つは、私たちが２０世紀の技術をとおしてやっと発見できた様々な科学的な事実が、１４００年前からクルアーンにのっていたことです。

　もちろんクルアーンは科学の本ではありません。しかし、クルアーンの章の中に極めて簡潔で意味深い形で述べられてある科学的な事実が２０世紀の技術のおかげで発見されました。クルアーンが啓示された時にその科学的な事実を知ることは不可能でした。これもクルアーンが神様の言葉であることを証明しています。

　クルアーンの科学的な奇跡を理解するために、まず当時の科学的レベルを見る必要があります。

　７世紀には、クルアーンが啓示された時に、アラブ社会は科学に関する多くの迷信的で根拠のない考えを持っていました。宇宙と自然を調べる技術がなかったので、当時のアラブ人は昔からの伝説を信じていました。例えば、かれらは空を担っていたのは山々だと信じていました。更に、かれらは地球が平らで両側には高い山々があると信じていました。山は天国の屋根を運んでいる柱だと思われていました。

　しかし、クルアーンによって、このような迷信的な考えのすべてが削除されました。

　雷電章　(アツ　ラアド)　２で;　“アッラーこそは、あなた方には見える柱もなくて、諸天を掲げられた方である・・・”この章は「空を運んでいるのは山々である」という考え方が間違っていたことを教えました。外にも当時の状態で知ることができない、大切な事実が多く明らかにされました。クルアーンが啓示された時に、宇宙や人間の創造、空気の構造、そして地球に人間の存在を可能にする細かいバランスに関する、天文学、物理学、生物学などについてはほとんど知られていませんでした。

では、クルアーンに明らかにされた科学的な奇跡を見てみましょう。

宇宙の創造
　宇宙の創造についてクルアーンに以下のように説明されています。

　“かれは天と地の創造者であられる。” (クルアーン、６：１０１)

この章に教えられた知識と現代的科学の発明が一致しています。天体物理学が、最近、明らかにしたように、ものの方向と時間を含めてすべての宇宙が、時間の流れのないうちに大きな爆発の結果として現われました。これが“ビッグバン”と言われて、宇宙がないことから極めて短い時間に起こった爆発の結果として創造されたことを証明しています。現代の科学によって、宇宙のはじまりと創造について、ビッグバンが唯一の理性的で証明できる説明です。

宇宙の拡大

　天文学についての知識の少ない１４世紀前に啓示されたクルアーンには宇宙の拡大が次のように説明されています：

　“われは偉力をもって天を打ち建て、果しない広がりにした。”（クルアーン、５１：４７）

この章に述べられた”天”と言う言葉の意味は、クルアーンの様々なところには宇宙やスペースと言う意味で使われています。この章にも同じ意味で使われています。言い換えると、クルアーンに宇宙が“拡がる”と述べられています。これは科学者が最近発見したことです。

守護される屋根

　クルアーンで神様は空の特徴に注目させています。

“更にわれは、天を屋根とし守護した。それでもかれらは、これらの印から背き去る。”　（クルアーン、　２１：３２）

　この章に述べられたことが２０世紀に行われた研究によって証明されました。地球を取り巻く大気が生命を守る大事な役割を果たしています。大気は様々な大きさの流星が地球に落ちる危害から生きているものを守ります。更に、大気は生きているものに悪い影響を与える宇宙からの光線を濾過します。面白いことに、大気はただ無害で役に立つ光線，目に見える光、紫外線やラジオ波動など生命に必要な放射の通過を許します。

大気の階層

　クルアーンの章の中に説明されたもう一つの事実は天が七つの階層で完成されたことであります。現代的な科学の研究によると、大気がクルアーンに述べられたように、七つの階層で完成されています。

“かれこそは、あなた方のために、地上の凡てのものを創られた方であり、更に天の創造に向かい、７つの天を完成された御方。またかれ凡てのことを熱知される。”　(クルアーン　２：２９)

山々の役割

　クルアーンは山々の大事な役割に注目させています。

“われはまた、大地に山々を据えてかれら不信心者にとっても大地を揺るぎないものとした。　(クルアーン　２１：３１)

　これがすぐ最近、行われた地質学研究の結果によって証明された事実であります。

鉄の奇跡

　鉄がクルアーンに最も強調された物事の一つです。クルアーンにある鉄と言う意味にもとれる章には、神様は以下のようにおっしゃいます；

“またわれは鉄を下した。それには偉大な力があり、また人間のために種々の便益を供する。(クルアーン　５７：２５)

　しかし地球のソーラーシステムが鉄を創作できる仕組みを持っていません。鉄は太陽よりも大きな星のあるところで創作されます。

雨の量

　クルアーンに説明された知識の一つは雨の量についてです。金の袋飾章には、次のように述べられています；

“また天から適量の雨を降らせ、それで死んだ大地を甦らせられる御方である。そのように、あなた方は、(墓場から)　出てくる。” (クルアーン　４３：１１)

　最近の研究によって雨の量も計算されました。一秒には大体１６ｍillionトンの水分が地球から失われ、ちょうど同じぐらいの水が雨として降ります。

骨を巻きつける筋肉

　クルアーンに説明されたもう一つの大事な知識はお母さんの胎内にいる赤ちゃんの体の成長についてです。クルアーンにまず骨が完成されて次には完成された骨が筋肉で巻きつけられると述べられています。

“それからわれは、その精滴を一つの血の塊に創り、次にその塊から肉塊を創り、次いでその肉塊から骨を創り、次に肉でその骨を覆い、それからかれを外の生命体に創り上げた。ああ、何と素晴らしいアッラー、最も優れた創造者であられる。(クルアーン　２３：１４)

発生学とはお母さんの胎内にいる赤ちゃんの胎芽について研究が行われている科学の名であります。すぐ最近までは、発生学者は胎内の胎芽に骨と筋肉が同時に進展すると信じていました。ですから、長い間、ある人は科学とクルアーンが矛盾していると思っていました。しかし、技術的に発達した顕微鏡の研究の結果によると、胎芽の進展についてクルアーンに述べられていたことはすべて正しいことになります。

胎内の赤ちゃんの三つの段階

　クルアーンには人間が胎内で三つの段階を経て創造されたと説明されています。

“かれはあなたがたを母の胎内に創られ、３つの暗黒の中において、創造につぐ創造をなされた。このようにあなたがたの主アッラーに大権は属する。かれの外に神はないのである。なのにあなたがたはどうして背き去るのか。(クルアーン　３９：６)

発生学について基本的な参考文献でもある“Basic　Human　Embryology”　にはこれが以下のように述べられています；

“子宮の中の命には三つの段階があります：pre-embryonic；最初の二週間半、embryonic；八週間の末まで、そしてfetal；八週間から出産まで。　

講義は、「2.ダーウィン説の否定」へ続きます。
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